
主観的指標(アンケート調査) 客観的指標(統計的データ等)

５０点　➡　５４．７点 ５０点 ➡ ６０点

※2018年調査と2022年調査との比較 ※2018年時点と2021年時点調査との比較
※数値のとれない指標は増減なしで集計

章 節 項 No 指標名 評価 No 指標名 評価

1 計画的で利便性の高い市街地が整備されている ↗ 1 市街化区域内の宅地の土地利用率 ↗

2 都市と自然が調和した住みやすい住環境が整っている ↗ 2 人口の社会増加率 ↘

3 まちの美観が保持されている（清掃活動，美化活動） ↗ 3 一斉清掃への参加者数 ※1

4 公園や緑地などが整備されている ↗ 4 市内の公園・緑地・公共空地面積 ↗

5 本市の農業環境が整っている（田畑などの農地，農産物など） ↗ 5 認定農業者数　 ↘

6 本市の商業環境が整っている（商店の充実，買物の利便性など） ↗ 6 事業所数（卸売・小売）　 ↗

7 本市の工業環境が整っている（企業誘致，地元雇用など） ↗ 7 事業所数(工業系)　 ※2

8 創業・起業への支援が充実している ↗ 8 特定創業支援事業により支援を受けたことの証明書交付者数　 ↗

9 市内大型店舗での日常品の品揃えが充実している ↗ 9 大型店店舗数 →

10 生活道路の歩道が整備されている ↗ 10 歩道整備率（道整備箇所） ↗

11 下水道が整備されている ↗ 11 下水道整備率 ↗

12 おいしい水道水が供給されている ↗ 12 上水道普及率 ↗

13 公共の場のトイレの洋式化が整っている（公共施設，学校など） ↗ 13 汚水処理人口普及率 ↗

14 良好な地域の環境が整っている（騒音・振動・悪臭等がない） ↗ 14 公害に対する苦情件数 ↗

15 ごみの減量化への対応ができている ↗ 15 市民一人一日当たりごみの排出量 ↘

16 地球環境（節電やリサイクルなど）に配慮した生活環境が整っている ↗ 16 再資源化率 ↗

　　しあわせ指標　　主観的指標・客観的指標　集計結果

1章

1．豊かな暮らしをつく
る自然と調和したまち

1．計画的な土地利用の
誘導と魅力ある拠点の
形成

2．環境に配慮した水と
みどり豊かなまち

市
民
目
線
に
立
っ

た
質
の
高
い
ま
ち
を
創
る

2．地域の魅力を生かし
た活力あるまち

1．地域産業の育成と活
性化

2．新たな活力となる産
業の創出

3．道路ネットワークと
公共交通の充実

3．豊かな暮らしを守る
環境に配慮したまち

1．上水道及び生活排水
対策の整備

2．快適な生活環境の保
全と整備

3．循環型社会の構築

　総合計画の基本構想において、市民の幸福の度合いを指標化した幸福度（＝しあわせ指標）を設定しています。
　市民が抱く住みやすさや幸福感について、アンケート等から指標化した「主観的指標」や統計的データ等から指標化した「客観的指標」のレベルを確認しながら、日々
の暮らしの中での市民一人ひとりの幸福感が高まるまちづくりを進めています。
　
　〈調査結果の見方〉
　　初年度（２０１８年度）の調査結果を５０点として、今回調査結果を掲載しています。
　　※詳細な計算方法などは、「しあわせ指標の基準値の考え方（Ｐ．１７）」をお読みください。

　　評価 ↗：アンケート結果や統計的数値が良くなった　　評価 ↘：アンケート結果や統計的数値が悪くなった

資料の説明
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章 節 項 No 指標名 評価 No 指標名 評価

17 安心して子どもを生み育てられる環境が整っている ↗ 17 保育所待機児童数 ↗

18 子育てをする親間のコミュニケーションが取れる環境が整っている ↗ 18 子育て支援室の利用者数（親子組数） ↘

21 地域，家庭，学校が連携した青少年の健全育成に取り組んでいる ↗ 21 「青少年健全育成に協力する店」への登録店舗の割合　 →

23 安心してかかることができる質の高い医療機関が充実している（医院や薬局など） ↗ 23 生活習慣病による死亡者数 ↗

24 図書館が利用しやすくサービスの質が高い ↗ 24 市民１人当りの図書貸出冊数 ↘

26 誰もが気軽にいつでもスポーツに親しめる環境が整っている ↗ 26 スポーツ関係団体等の会員数 ↘

27 市民が定期的にスポーツに取り組める施設が整っている ↗ 27 スポーツ施設の利用者数 ↗

28 災害に対する安心感がある（自主防災組織，消防団など） ↗ 28 自主防災組織結成率 ↘

29 まちの防犯体制が整っている ↗ 29 防犯カメラ設置台数 ↗

30 犯罪への不安がなく暮らせる ↗ 30 刑法犯人認知件数 ↗

31 高齢者が暮らしやすい地域環境が整っている ↗ 31 高齢者のデマンド乗合タクシー利用率（65歳以上） ↘

32 充実した介護支援サービスを受けることができる ↗ 32 介護予防教室（体操など）の利用者数（延べ人数） ↘

33 障がいのある人が暮らしやすい地域環境が整っている ↗ 33 訪問系サービスの実利用者数 ↗

34 公共施設等のバリアフリー化が整っている ↗ 34 日中活動系サービスの実利用者数 ↗

35 介護予防の取組が充実している ↗ 35 要介護認定率 ↗

36 働きたい人への就労支援が充実している ↗ 36 就労支援事業による就労者数 ↗

37 お互いの個性や人権を尊重し合う地域社会が構築されている ↗ 37 多文化共生サポーターバンク登録者数 ↗

38 家庭・地域・職場などあらゆる分野での男女共同参画が進んでいる ↗ 38 男女共同参画推進講座の参加者数 ↗

39 女性が出産や育児後に希望する働き方ができる就業環境が整っている ↗ 39 30～40代女性の労働力率 ↗

40 市民が主体となった地域づくりが進んでいる ↗ 40 地域コミュニティ数 ↗

41 市内で催される文化・芸術事業が充実している ↘ 41 きらくやまのホールで行っている文化事業参加者数 ↘

42 観光イベントが開催され，その情報発信も活発である ↗ 42 主要観光拠点来場者数（市民向けイベントは除く） ↘

43 市外からの観光客の受け入れ体制が整っている ↗ 43 みらい平駅休日の乗降客割合（対平日） ↘

44 市外の人々に発信できるつくばみらい市の魅力がある ↗ 44 地域ブランド調査の順位（観光意欲度） ↘

45 行政が市民と協働によるまちづくりや地域活動に取り組んでいる ↗ 45 市民団体との協働事業数 ↗

46 ボランティアやNPOなど市民の主体的な活動が活発である ↗ 46 市内NPOの数 →

47 市税が有効に活用されている ↗ 47 経常収支比率 ↘

48 市の財政力が安定している ↗ 48 財政力指数 ↘

49 市職員の窓口や電話等での対応が丁寧である ↗ 49 マイナンバーカードを活用したコンビニでの住民票交付率 ↗

50 近隣自治体との広域的な交流が活発である ↗ 50 近隣自治体と相互利用をしている公共施設数 →

※1 新型コロナウイルスの影響により未開催のため入力不可

※2 データの出所である「工業統計調査」が廃止のため入力不可(最終データは2019年分)

本市の子どもたちの教育環境が整っている

20 本市の子どもたちの健やかな成長を育む環境が整っている

2．いきいきと暮らす”
みらい”市民

1．市民の健康づくりの
推進

2．生涯学習の推進

3．スポーツ・レクリ
エーションの推進

2章
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1．子育て支援の充実
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3．青少年健全育成の推
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19

3．みんなで守る”みら
い”のまち

1．安心・安全なまちづ
くりの推進

2．高齢者福祉の充実

3．障がい者福祉の充実

4．地域福祉の推進

5．社会保障の充実

↘

↗ 19 国語，算数（数学）が好きな児童生徒の割合 ↗

↗ 20 体力テストにおける段階別総合評価A＋Bの割合

男女の健康余命（65歳～69歳） →

25 生涯にわたって学べる場や環境が整っている ↗ 25 公民館講座の参加率 →

22 心身ともに健康的な生活を送ることができる環境が整っている ↗ 22

3章
1．市民一人ひとりを大
切にする社会をつくる

1．個性を尊重した心豊
かな社会の充実

2．男女共同参画の推進連
携
や
協
力
に
よ
っ

て
支
え
あ
う
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創
る

2．みんなが交流する社
会をつくる

1．個性と魅力ある地域
づくり

2．多様な交流を育む環
境づくり

3．みんなで協力して社
会をつくる

1．協働のまちづくりの
推進

2．効率・効果的な行財
政運営

3．広域行政の充実強化
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